






福井県選手はもとより、全国から参加する選手の皆さんに温かい声援をお願いします。

周回エリア

越前大野城

大野市役所

北大野

越前田野

越前富田

下唯野 柿ヶ嶋

ＪＲ越美北線

明治

中休

南六呂師
集落センター

越前大野

奥越
ふれあい公園

下郷公民館

阪谷
郵便局

※周回時

オフィシャル
補給所

関門所
大野東支店

大野市エキサイト
　　　　広場

大野ＩＣ

上神明

コンビニ

くつろぎの家

開発生活改善
センター

蕨生集落センター

富田公民館

阪谷橋

南六呂師処理場

卍

阪谷新橋

真名川大橋

ドラッグストア

下庄公民館

三番交番

コンビニ

尚徳中学校

　　　メイン会場・
　　　スタート フィニッシュ地点
越前おおの結ステーション
日本全国から集まった選手を応援
しよう！
スタート時は４７都道府県の選手
が勢揃いします。スタート直前の
緊張感を味わうならここがおすす
めです。
フィニッシュは、最後の力を振り
絞りながらのゴールスプリント！
競り合いながら一気になだれ込ん
でくる大迫力にしびれます。
大型ビジョン・飲食ブース完備！

チーム補給所

上り区間。重力と必死に戦う
選手を応援しましょう！
付近に駐車場がないため、シ
ャトルバスにて移動してくだ
さい。Ｐ

八千代橋の歩道から、田園風景の
中を走る選手を一望できます。
選手を待っている間、田んぼアー
トをお楽しみください。

観戦用のスペースから目
の前を走る選手を応援で
きます。
付近に駐車場がないた
め、シャトルバスにて移
動してください。
中継モニターあり！

真名川大橋から徐々に近づ
いてくる選手を遠目に眺め
ることができます。
ゴールを狙う最後の駆け引
きが行われており、選手の
集中力も高まっています！

コース（スタート）

コース（周回）

コース（フィニッシュ）

おすすめ観戦エリア

スタートからの距離

シャトルバス発着所

駐車場Ｐ

長い上り区間を終えた選手が下り
区間へ入っていきます。
速度を上げながらのコーナリング
は見ものです。

旧六呂師小学校周辺

八千代橋

Ｐ

観戦に関するご案内
※交通規制のため、車両の出入りができない時間帯があります。
　 赤字記載の時刻より前にお越しいただくことがおすすめです。

・奥越ふれあい公園駐車場〔大野市篠座 〕　【シャトルバス利用可】

・大野市役所駐車場〔大野市天神町 〕　※午前 時。【シャトルバス利用可】

・八千代橋周辺〔大野市御給〕　※午前 時 分以降、交通規制あり。

・旧六呂師小学校周辺〔大野市南六呂師 〕

※午前 時 分。交通規制中は、勝山市方面のみ出入り可能です。

・大野 周辺〔大野市横枕 〕　※午前 時 分以降、交通規制あり。

　　　　　シャトルバスのご案内

ふれあい公園⇔大野市役所

大野市役所⇔関門所（ＪＡ大野東支店）

大野市役所⇔スターランドさかだに

横枕
コンビニ

大野自動車学校

済生会
聖和園

富田跨線橋
松丸

萩ヶ野

中据

スターランド
さかだに
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蕨
生 土

打

橋
爪

南
六
呂
師

花
房

下
麻
生
嶋

水
落
町？現地で確認して

ください！

田んぼアート

ー　ー　ー　ー　大野市特設コースの紹介　ー　ー　ー　ー
スタートコース区間
（スタートから富田跨線橋までの11.4㌔）

　結ステーションをスタートし、初めの数キ
ロメートルは、パレード走行といって、スター
ト時の隊列のまま進みます。
　上庄地区に入った辺りから合図があり、本
スタートとなります。

周回コース区間
（土打から南六呂師、上野を通る１周15㌔）

　高低差約260㍍の山岳コースで、土打から南六
呂師までの上りは、かなり過酷なコースです。また、
南六呂師から萩ヶ野までの下りでは、時速70㌔を
超すこともあり、急な坂を一気に下りてくるコー
スです。成年男子は６周、少年男子は５周し、選
手は、自らの体力と相談しながら、前に出るかそ
のままの位置を継続するかなど駆け引きをします。
集団の先頭を走る人は、風の抵抗を多く受けるた
め、交代しながら務めるのが、暗黙の了解となっ
ています。
　途中、関門所（ＪＡテラル越前大野東支店）では、
通過時間によって失格となり、フィニッシュコー
スに入れる選手は限られ、優勝争いをできる選手
はその中の更に一握りだけとなります。

フィニッシュコース区間
（上野からフィニッシュまでの8.3㌔）

　平坦な田園地帯を通り市街地に入り、ス
タート地点の結ステーションにてフィニッ
シュとなります。
　先頭でフィニッシュするためデッドヒート
が繰り広げられ、時には集団でフィニッシュ
に飛び込んでくる場合もあります。

開催日　９月29日土
　自転車ロード・レースは、「自転車競技の華」といわれ、
体力、知力、テクニック、スピードなどの総合力を競います。

蕨
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自転車ロー
ド・レースが

　　　　
　　　や

ってくる！

 　成年男子は108.9㌔、少年男子（高校生）は93.9㌔で競われ、長い距離を走破できる持久力や上り坂を速いス
ピードで登る登坂力、下り坂を駆け下りるダウンヒルやカーブを走り抜けるコーナリングのテクニック、そして
最後の最後に力を振り絞るゴールスプリントなど、多くの要素をクリアすることを要求される過酷な競技です。

自転車競技
（ロード・レース成年男子・少年男子）
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任
期
満
了
に
伴
い
、
６
月
10
日
に
告
示
さ
れ

た
市
長
選
挙
に
２
人
が
立
候
補
し
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。
６
月
11
日
か
ら
投
票
日
前
日
の
16

日
ま
で
、
市
役
所
と
和
泉
支
所
の
２
カ
所
で

行
わ
れ
た
期
日
前
投
票
に
は
、
５
３
９
８
人

が
投
票
し
ま
し
た
。

　

17
日
午
前
７
時
か
ら
市
内
27
投
票
所
で
一

斉
に
投
票
が
始
ま
り
、
一
部
地
域
を
除
い
て
午

後
８
時
に
締
め
切
ら
れ
、
午
後
９
時
15
分
か
ら

結
と
ぴ
あ
で
開
票
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
石
山
志
保
氏
の
当
選
が
決
ま
り
、
北

陸
３
県
で
初
の
女
性
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
６
１
・
４
０
㌫
で
、
前
回
の
市
長

選
と
比
べ
４
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

第17代市長に

【開票結果】

（有効投票17,355票、無効投票150票）

【投票結果】

10,316票
  7,039票

当　石山志保（無所属）
　　髙田育昌（無所属）

男 女 合計

有権者数 13,520人 14,991人 28,511人

投票者数 8,255人 9,250人 17,505人

投 票 率  61.06㌫  61.70㌫  61.40㌫

石
い し

山
や ま

志
し

保
ほ

 氏

本会議日程 審議などの内容
７月17日火 本会議（議案上程、提案理由説明）

23日月 本会議（一般質問）

24日火 本会議（一般質問、請願・陳情上程）

25日水 午前10時　産経建設常任委員会

26日木 午前10時　民生環境常任委員会

27日金 午前10時　総務文教常任委員会

30日月
午前10時　中部縦貫自動車道等幹線道路整備
　　　　促進特別委員会

午後１時　人口減少・若者定住対策特別委員会

８月１日水 本会議（各委員長報告、質疑、討論、採決）

市議会本会議を
傍聴しませんか

※予定のため、変更になる場合があります

　第408回市議会定例会が、７月17日から８月
１日までの16日間開催されます。このうち本会
議が開催されるのは４日間です。本会議の開会
時間は、いずれも午前10時を予定していますが、
開会前の会議により遅れる場合もあります。
　本会議は、誰でも傍聴できますので、気軽に
来てください。傍聴を希望する人は、当日、傍
聴席に入る前に議会事務局で受け付けが必要で
す。
　また、各委員会も申し出により傍聴すること
ができます。詳しくは、問い合わせてください。
問　議会事務局 （☎64・4830）

　選手が駆け抜けるスピー
ドは必見。ぜひ間近で風を
感じてください。特に上り
の区間が多い周回コース
は、長時間にわたり観戦が
でき、レースの展開が見ら
れるお勧めのエリアです。

問　国体推進課（☎64・4826）

　選手が駆け抜けるスピー
ドは必見。ぜひ間近で風を

の区間が多い周回コース
は、長時間にわたり観戦が
でき、レースの展開が見ら

見 
ど
こ
ろ

＜サイクリングチャンネル＞
https://freshlive.tv/cycling

競技当日は、結ステー
ションにて大型ビジョン
でレースの様子を中継し
ます。また、インター
ネットサイト「サ
イクリングチャ

ンネル」にて、ライ
ブ配信します。　
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高齢者が安心して住めるまち　 越前おおのの実現へ

　

高
齢
化
が
急
激
に
進
行
す
る
中
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
の
増
加
、
さ
ら
に
は
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
な
ど
高
齢
者
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
な

が
ら
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

生
涯
現
役
社
会
を
実
現
す
る
た
め
策

定
す
る
も
の
で
す
。

　

高
齢
者
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
住
ま
い
で

尊
厳
あ
る
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
高
齢
者
が
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
越
前
お
お
の
」

を
基
本
理
念
と
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
１

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

　

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
対

策
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
が
持
つ
豊
か
な
知
識
、
技
術
、
経

験
を
生
か
し
、
積
極
的
な
社
会
参
加

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
２

高
齢
者
の
自
立
支
援
と
人
権
尊
重

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
図
る
と
と

も
に
、
た
と
え
介
護
や
社
会
的
支
援

を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
能
力
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
、
権
利
擁
護
や
虐
待
防
止
な
ど
に

対
す
る
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

基
本
目
標
３

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化

　

介
護
す
る
こ
と
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
生
活
支
援
の
観
点
か
ら
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
各
サ
ー
ビ
ス
が
、
一

体
的
に
継
続
的
・
包
括
的
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

基
本
目
標
４

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
体
制
整
備

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
医
療
と
介
護
の
連
携
、

社
会
資
源
の
有
効
活
用
お
よ
び
地
域

で
活
動
す
る
多
様
な
関
係
者
と
の
協

働
を
推
進
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体

で
支
え
る
体
制
の
構
築
に
努
め
ま

す
。

①
高
齢
者
の
積
極
的
社
会
参
加

・
高
齢
者
の
社
会
参
加
促
進

・
高
齢
者
自
身
が
介
護
の
担
い
手
と

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

で
き
る
支
援

②
健
康
の
保
持
増
進
と
自
立
支
援

・「
健
康
寿
命
」を
伸
ば
す
保
健
事
業

や
介
護
予
防
事
業
の
充
実

・
介
護
予
防
を
推
進
す
る
地
域
支
援

事
業
の
充
実

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
と
質

　

の
向
上

・
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
で
き
る
地
域
で
の
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
推
進

・
安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
確
保

④
認
知
症
対
策
の
推
進

・
認
知
症
の
予
防
や
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
促
進

・
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
の
充
実
と
認
知
症
に

関
す
る
啓
発
の
推
進

越
前
お
お
の
高
齢
者
福
祉
計
画

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

高齢者福祉計画・介護保険事業計画とは

　高齢者福祉計画は、高齢者の健康と福祉の増進を図るため、老人
福祉法第20条の８に、また、介護保険事業計画は、介護保険事業に
係る保険給付を円滑に実施するため介護保険法第117条に基づいて策
定するものです。
　高齢者の保健福祉施策の総合的推進を図るため、両計画を一体的
な計画として「第五次大野市総合計画後期基本計画（計画期間：平成
28～32年度）」「第３次大野市地域福祉計画（計画期間：平成28～32年
度）」との整合性を保っています。

計
画
の
理
念

計
画
の
重
点
課
題
と
課
題

克
服
の
た
め
の
取
組
方
針

計
画
策
定
の
趣
旨
と
背
景

計
画
の
基
本
目
標
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高齢者が安心して住めるまち　 越前おおのの実現へ

⑤
地
域
で
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ

　

く
り

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

相
談

・「
結
の
心
」に
根
ざ
し
た
地
域
で
の

支
え
合
い
の
推
進

⑥
在
宅
医
療
と
在
宅
介
護
の
連
携

・
在
宅
医
療
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
医
療
情
報
の
提
供
と
在
宅

療
養
の
助
言
・
支
援

・
在
宅
医
療
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化

⑦
介
護
を
行
う
家
族
へ
の
支
援
や
虐

　

待
防
止
対
策
の
推
進

・
家
族
な
ど
に
対
す
る
相
談
・
支
援

体
制
の
強
化

・
広
報
や
普
及
啓
発
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
と
関
係
機
関
の
連
携

強
化

※
計
画
の
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
る

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ

さ
い

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

問　

健
康
長
寿
課　

（
☎
65
・
７
３
３
３
）

計
画
期
間

地域共生社会高齢者支援在宅医療
介護連携推進事業

総合相談
家族支援
虐待防止

地域ケア会議
介護支援専門員の支援

●病院
急性期　回復期　慢性期

●日常の医療
・かかりつけ医
・有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療　薬局

●在宅系サービス
・訪問介護　・訪問看護
・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）など

●介護予防サービス
●地域包括支援センター
●介護支援専門員

・老人クラブ
・自治会
・ボランティア
・NPOなど

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅など

相談業務やサービスの
コーディネートを
行います。

※地域包括ケアシステム
は、おおむね30分以内に
必要なサービスが提供さ
れる日常生活圏域（具体
的には中学校区）を単位
として想定

病気になったら…

医　療

介護が必要になったら…

介　護

住まい

いつまでも元気に暮らすために…

生活支援・介護予防

生活支援体制整備事業、一般介護予防事業
自立支援・重度化防止、社会参加・生きがいづくり

地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
姿

通
院
・
入
院

通
所
・
入
所

子育て支援 障害者支援 生活困窮者支援
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自
分
の
親
の
介
護
を
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

親
の
介
護
と
向
き
合
い
、
う
ま
く
付

き
合
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
28
日
土
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

場
所　

結
と
ぴ
あ

演
題　

老
い
る
親
を
ど
う
見
／
看
る
か

　

〜
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
読
み
解
く

息
子
介
護
〜

講
師　

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン

タ
ー
研
究
所　

福
祉
と
生
活
ケ
ア
研

究
チ
ー
ム
研
究
員　

平
山
亮
さ
ん

定
員　

１
０
０
人

受
講
料　

無
料

問　

健
康
長
寿
課
（
☎
65
・
５
０
４
６
）

どう　　　るか

老いる親を

看
見

いきいきシニア支援事業
　あっ宝んどのプールを使用する場合の助成券
を交付します。事前に申請をしてください。
対象者　70歳以上の市民
助成内容　500円券を年間６枚交付します
※入浴時は使用できません
申請方法　健康長寿課で申請してください。申
請の際、印鑑・身分証明書を持ってきてくだ
さい

問　健康長寿課 （☎65・7333）

はり・きゅう・マッサージ
療養費助成事業

　市内のはり・きゅう・マッサージ師の資格の
ある治療院などで健康保険適用外のマッサージ
などを受ける場合の助成券を交付します。事前
に申請をしてください。
対象者　70歳以上の市民
助成内容　500円券を年間６枚交付します
申請方法　健康長寿課で申請してください。申
請の際、印鑑・身分証明書を持ってきてくだ
さい

問　健康長寿課 （☎65・7333）

講

演

会

　「わくわく館」を老人デイサービス事業を実施す
る事業者（社会福祉法人）に譲渡します。
　提出書類や応募申込方法など詳しくは問い合わ
せてください。
応募条件　７月１日現在、市内で老人デイサービ
ス事業を実施している社会福祉法人

事業開始日　10月１日月
募集要項の公表期間　７月２日月～20日金

＜現地説明会＞
日時　７月10日火午前９時30分～
場所　和泉総合福祉センター「わくわく館」（朝日
25－７）

※応募する場合は必ず参加してください
応募申込期限　７月20日金午後５時までに持参
（郵送不可）
問　健康長寿課（☎65・7333）

「わくわく館」を譲渡します

　ふるさと納税を通じ、市の魅力ある特産品など
を全国にPRするため、返礼品として提供する商品
やサービスを募集しています。
　募集する返礼品には要件がありますので、出品
を希望・検討する人は気軽に問い合わせてくださ
い。
事業者のメリット
・ＷＥＢサイトやカタログなどを通じ、事業者名
　や商品などをＰＲできます　
・新たな事業収入や販路拡大が期待できます
問　結の故郷創生室（☎64・4824）

ふるさと納税返礼品
取扱事業者を募集しています
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過疎地域自立促進計画を推進しています

　【主な実施事業】
　○化石発掘体験施設の整備★
　○簡易水道施設の改良★
　○林道の整備・改良★
　○和泉診療所医療機器の購入
　　及び更新★
　○市営バス（和泉３線）の運行

　平成29年度中に「大野市情報公開条例」に基づく公文書の公開請求などがあった
ものについて、その実施状況をお知らせします。
　情報公開条例では、平成10年４月１日以降に市が作成、取得した文書について、公開請求できることが
定められています。それ以前の文書は、市が同じように取り扱うよう努めることとしています。前者を公開
請求、後者を公開申出（市外からの請求を含む）と区別して集計しています。
　個人情報保護条例では、市が保有する自己を本人とする保有個人情報の開示などを請求することができま
す。平成29年度の開示請求はありませんでした。
問　総務課 （☎64・4820）

平成29年度情報公開実施状況

区分 受付件数
決定件数

不存在 取り下げ
公開 非公開

公開請求 31件 30（17）件 ０件 １件 ０件

公開申出 31件   29（2）件 ２件 ０件 ０件

計 62件 59（19）件 ２件 １件 ０件
※公開のカッコ内の数字は、一部公開の数（内数）を示しています
※受付件数の実施機関別内訳は、市長部局47件、教育委員会部局11件、選挙管理委員会など４件でした

情報公開・個人情報開示の実施状況

　市過疎地域自立促進計画に沿って平成29年度に実施し
た主な事業をお知らせします。
　この計画は、過疎地域自立促進特別措置法に基づいて、
平成28年度から32年度までを計画期間として策定し、平
成29年９月からは市全域を対象として事業に取り組んで
います。

問　結の故郷創生室（☎64・4824）

★の事業は過疎対策
事業債を利用していま
す。過疎対策事業債は
計画を策定した自治体
が利用できる有利な借
入金です。

　定期点検作業のため、７月21日土は終日、コンビニでの住
民票謄抄本、戸籍謄抄本、戸籍附票謄抄本、印鑑証明、税証
明の発行を停止します。なお、市役所では平日電話予約によ
る時間外交付（住民票・税証明のみ）を行っていますので、利
用してください。
問　市民生活課（☎64・4810）

７月21日はコンビニ交付を一時停止
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　平成30年８月診療分から75歳以上の後期高齢者医療制度加入者の自己負担額が変更になります。

※過去12ヵ月以内に高額療養費の支払いを３回以上受けている場合（一般の場合、外来のみの支払い分を除く）
は、４回目以降の額

問　県後期高齢者医療広域連合（☎0776・54・6330）

医療費の自己負担額が変わります

後期高齢者医療制度

【変更前】７月診療分まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈月額〉

所　　得　　区　　分 外来の限度額
（個人ごとに計算 )

外来＋入院
（世帯単位 )の限度額

現役並み所得者 住民税課税所得（各種控除後）が年額145万円以
上の被保険者および同じ世帯の被保険者 ５万7600円

８万100円＋［（実際にかかった医療費
－26万7000円）×１㌫］

（４万4400円) ※

一般 現役並み所得者・低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人
１万4000円

（年間上限
　14万4000円）

５万7600円
（４万4400円） ※

低所得Ⅱ 同一世帯の全員が住民税非課税の世帯に属する人 8000円 ２万4600円

低所得Ⅰ 同一世帯の全員が住民税非課税で、かつ各種収入
などから必要経費・控除を差し引いた所得が０円
となる世帯に属する人

（年金の所得は控除額を80万円として計算）

8000円 １万5000円

【変更後】８月診療分から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈月額〉

所　　得　　区　　分 外来の限度額
（個人ごとに計算)

外来＋入院
（世帯単位)の限度額

現役並み所得者Ⅲ 住民税課税所得（控除後）が、年額690万円以上
の被保険者および同じ世帯の被保険者

25万2600円＋［（実際にかかった医療費－84万2000円）
×１㌫］（14万100円）※

現役並み所得者Ⅱ 住民税課税所得（控除後）が、年額380万円以上
の被保険者および同じ世帯の被保険者

16万7400円＋［（実際にかかった医療費－55万8000円）
×１㌫］（９万3000円）※

現役並み所得者Ⅰ 住民税課税所得（控除後）が、年額145万円以上
の被保険者および同じ世帯の被保険者

８万100円＋［（実際にかかった医療費－26万7000円）
×１㌫］（４万4400円）※

一般 変更なし
１万8000円

（年間上限
　　　14万4000円）

変更なし

低所得Ⅱ 変更なし 変更なし 変更なし

低所得Ⅰ 変更なし 変更なし 変更なし

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
対
象
者

と
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
８
月

１
日
に
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

次
の
日
程
で
更
新
の
受
付
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。

日
時　

８
月
１
日
水
、
２
日
木
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時

場
所　

福
祉
こ
ど
も
課

持
ち
物

○
医
療
費
関
係

　

①
更
新
申
請
書 

（
後
日
郵
送
）

　

②
受
給
者
証 

（
白
色
ま
た
は
黄
色
）

　

③
印
鑑

　

④
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
（
受
給
対
象

　
　

者
全
員
の
も
の
）

※
受
付
会
場
で
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん

○
児
童
扶
養
手
当
関
係

　

①
児
童
扶
養
手
当
証
書 （
ピ
ン
ク
色
）

　

②
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書（
後
日
郵
送
）

　

③
児
童
扶
養
手
当
現
況
届 

（
後
日
郵
送
）

　

④
そ
の
他
必
要
書
類 

（
後
日
郵
送
）

そ
の
他
　
８
月
１
日
水
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
に
、
同
会
場
に
お
い
て
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
野
が
臨
時
の
就
職
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課（
☎
64
・
５
１
４
２
）

児
童
扶
養
手
当
、
母
子
・
父
子
・

寡
婦
医
療
現
況
届
の
お
知
ら
せ
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【変更前】７月診療分まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈月額〉

所　　得　　区　　分 外来の限度額
（個人ごとに計算）

外来＋入院
（世帯単位）の限度額

現役並み所得者
住民税課税所得（各種控除後）が年額145万円以
上の70歳～74歳の被保険者および同じ世帯の被
保険者

５万7600円
８万100円＋［（実際にかかった医療費
－26万7000円）×１㌫］

（４万4400円） ※

一般 現役並み所得者・低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人
１万4000円

（年間上限
14万4000円）

５万7600円
（４万4400円） ※

低所得Ⅱ 同一世帯の全員が住民税非課税の世帯に属する人 8000円 ２万4600円

低所得Ⅰ

同一世帯の全員が住民税非課税で、かつ各種収入
などから必要経費・控除を差し引いた所得が０円
となる世帯に属する人

（年金の所得は控除額を80万円として計算）

8000円 １万5000円

　平成30年８月診療分から70歳以上の国民健康保険加入者の自己負担額が変更になります。

　

市
内
在
住
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
の
た

め
、
希
望
者
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

万
が
一
の
急
病
時
に
、
救
急
隊
が

迅
速
に
救
急
救
命
措
置
が
で
き
る
よ

う
、
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
、
服
用
し
て
い
る
薬
な
ど
の

情
報
を
入
れ
た
容
器
を
自
宅
の
冷
蔵

庫
に
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。

◆
対
象
者

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯

・
健
康
上
の
理
由
か
ら
配
布
が
必
要

と
思
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
世
帯

◆
配
布
方
法

・
希
望
す
る
人
は
、
健
康
長
寿
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
場

で
キ
ッ
ト
を
渡
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
代
理
の
人
も
で
き
ま
す

問　

健
康
長
寿
課

　
（
☎
65
・
７
３
３
３
）

冷蔵庫に
　　保管

「命のバトン」救急医療情報キットを配布

医療費の自己負担額が変わります

国民健康保険

※過去12ヵ月以内に高額療養費の支払いを３回以上受けている場合（一般の場合、外来のみの支払い分を除く）
は、４回目以降の額

問　市民生活課（☎ 64・4810）

【変更後】８月診療分から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈月額〉

所　　得　　区　　分 外来の限度額
（個人ごとに計算）

外来＋入院
（世帯単位）の限度額

現役並み所得者Ⅲ 住民税課税所得（控除後）が、年額690万円以上の
70歳～74歳の被保険者および同じ世帯の被保険者

25万2600円＋［（実際にかかった医療費－84万2000円）
×１㌫］（14万100円） ※

現役並み所得者Ⅱ 住民税課税所得（控除後）が、年額380万円以上の
70歳～74歳の被保険者および同じ世帯の被保険者

16万7400円＋［（実際にかかった医療費－55万8000円）
×１㌫］（９万3000円） ※

現役並み所得者Ⅰ 住民税課税所得（控除後）が、年額145万円以上の
70歳～74歳の被保険者および同じ世帯の被保険者

８万100円＋［（実際にかかった医療費－26万7000円）
×１㌫］（４万4400円） ※

一般 変更なし
１万8000円

（年間上限
　　　14万4000円）

変更なし

低所得Ⅱ 変更なし 変更なし 変更なし

低所得Ⅰ 変更なし 変更なし 変更なし
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！
▲フタを開ける前に発電機などのエンジンを停

止し、周囲の安全を確認すること
▲内圧で吹き出す恐れがあるため、開栓時は必

ずエア調整ネジを緩め、缶内の圧力を調整し
てからフタを開けること

▲給油・使用時は、火気や引火物のない風通し
のよい環境で行うこと

▲直射日光の当たる場所や高温となる場所で保
管しないこと。また、ガソリンの劣化を防ぐ
ため長期保管はしないこと

　ガソリンや軽油は消防法上の「危険物」に該当し、普段何気なく取り扱っているこれらの危険物も取
り扱い方法を誤れば、火災や爆発などの甚大な被害を及ぼす可能性があります。特に、ガソリンは容易
に気化し、小さな火種でも爆発的に燃焼する危険な物質のため、貯蔵・取り扱いは細心の注意が必要で
す。

問　消防署（☎ 66・0119）

【運搬容器について】
　ガソリンや軽油を運搬する容器は、消防法令の基準に適合した容器を使用してください。
　ガソリン（混合油）の運搬は、一般に「ガソリン携行缶」と呼ばれるエア抜き付きの金属製容器など
を使用しなくてはいけません。エンジンオイル缶、一斗缶など金属製容器なら何でも良いわけではなく、
ガソリン用の運搬容器として性能試験をクリアした容器であることが必要です。
　軽油の運搬はガソリン携行缶を使用することもできますが、軽油を入れた際には、ガソリンと間違わ
ないように「軽油」と表示したうえで使用してください。

　

市
で
は
、
毎
月
防
災
行
政
無
線

の
訓
練
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
月
は
、
次
の
と
お
り
全
国

一
斉
で
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
、
訓
練
放
送
を
中
止

し
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日
木
午
前
10
時
ご

ろ 訓
練
放
送

防
災
行
政
無
線
で

問　

防
災
防
犯
課

　

 

（
☎
64
・
４
８
０
０
）

を
流
し
ま
す

ガソリンや軽油は取扱注意

ガソリン携行缶使用時の

注意事項 　セルフスタンドでは、利用客が自分で
ガソリンを容器に入れることはできませ
ん。市内のセルフスタンドでは軽油もで
きません。購入す
る際は、必ずスタ
ンドの従業員に依
頼してください。

♪上り４音チャイム♪
▼こちらは大野市役所です▼た
だ今から訓練放送を行います▼
♪緊急地震速報チャイム音♪▼
緊急地震速報。大地震です。大
地震です▼これは訓練放送です

（３回繰り返し）
♪下り４音チャイム♪
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　５月下旬に市内で建物火災が発生しました。この火災の原因は電気器
具のトラッキング現象と考えています。
　トラッキング現象とは、コンセントに差し込んだプラグの周辺にホコ
リが溜まり、湿気が加わるとそれが導線になってプラグの刃の間に電流
が流れ、火花放電を繰り返して出火する現象です。
　長期間使用している冷蔵庫や洗濯機などは電気プラグとコンセントに
ホコリが溜まりやすく、トラッキング現象が発生することがあります。

　コンセントの周辺は小まめに
掃除して、トラッキング現象の
原因となるホコリを溜めないよ
うにしましょう。コンセントと
プラグの隙間をふさぐ道具など
も市販されています。

増便運行日
７月21日土、22日日、28日土、29日日
８月４日土、５日日、11日土山の日、12日日
10月13日土、14日日、20日土、21日日、27日土、28日日問　建築営繕課（☎ 64・4815）

　市営バス白山線は、次の日程に増便して
運行します。鳩ヶ湯や登山に行く際には、
ぜひ市営バス白山線を利用してください。

■市営バス白山線を増便して運行します■

問　消防署（☎ 66・0119）

主な停留所 下り第１便 上り第１便 下り第２便
（増便）

上り第２便
（増便）

下り第３便
（増便）

上り第３便
（増便） 下り第４便 上り第４便

（鳩ヶ湯行き）（大野駅行き）（鳩ヶ湯行き）（大野駅行き）（鳩ヶ湯行き）（大野駅行き）（鳩ヶ湯行き）（大野駅行き）

大野駅 8：00 9：22 10：20 11：42 13：20 14：42 16：20 17：42
勝原駅 8：18 9：04 10：38 11：24 13：38 14：24 16：38 17：24
鳩ヶ湯 8：41 8：41 11：01 11：01 14：01 14：01 17：01 17：01

コンセントから火災⁉

　許容電流を超えることで発熱・
発火するタコ足配線は、火災原
因の一つです。また、コードに
重いものを乗せると配線に負荷
がかかってショートすることも
あるので、気を付けましょう。

コード類の取り扱いに注意 コンセント周りは小まめに掃除

ク
マに
注意！

山へ入る皆さんへ
▲クマ鈴、拍手、大声、ラジオなど大きな音を出

して、クマに自分の存在を知らせる
▲入山地域のクマの出没状況を確認し、危険な場

所には近づかない
▲子グマを見たらそっと立ち去る

 農作業をされる皆さんへ
▲作業中にラジオなど音の出るものを携帯するな

ど、自分の存在をアピールする
▲クマの出没情報に留意し、クマの行動が活発に

なる早朝、夕方の作業時には、 周囲に気を付ける
▲頻繁にクマ類が出没する地域においては、でき

るだけ単独での作業は避けること

 クマを集落に寄せ付けない環境を！
▲クマ類を誘引する生ごみや野菜・果実の廃棄残

さなどを適切に処理する
▲クマは収穫物収納庫に入り込んで採食すること

もあるため、収納庫はきちんと施錠するなど管
理を徹底する

※詳しくは県のホームページを見てください
http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/shizen/index.html 
問　農業林業振興課（☎ 64・4818）

　今年も、県内各地
でクマが目撃されて
います。農作業や、
レジャーなどで山に
入る際には、クマと
の不意の遭遇に十分
注意してください。
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　８月13日月に「ＣＷＰ水をたべるレストラン」の一環として、大野の水の恵
みに感謝するイベント「世界一おいしい水まつり!～水と暮らすまちを巡る～」
を結ステーションで開催します。
　当日限定のドリンクチケットによる「まちなか周遊企画」にて、テイクアウ
トドリンクを提供できる店舗を募集します。
事業内容・応募方法　詳しくは問い合わせてください
応募締切　７月11日水
問　水まつり実行委員会（湧水再生対策室内☎64・4813）

『まちなか周遊企画』協力店を募集します

　おおの城まつり実行委員会では、城まつ
り会場で同窓会を開く皆さんを募集してい
ます。
　旧友との再会を懐かしのおおの城まつり
で行い、全国グルメや地元グルメを食べな
がら、思い出話に花を咲かせ、おおの踊り
を共に楽しみましょう。
　また、この企画への参加特典として、参
加される皆さんの懐かしの写真で、思い出
映像を製作します。

　　　　　お盆は
　「大野へかえろう」

おおの城まつりで
　　　　同窓会

月日　８月15日水、16日木のうち同窓会開
催希望の日
時間　午後６時～７時30分（集合は午後５

時45分）
場所　結ステーション内の特設会場
参加料　１人3000円（90分飲み放題＋オー

ドブル料理付き）
申込方法　同窓会幹事が、代表して申し込

んでください
その他　10人以上の参加で、うち市外居住

者が４分の１以上の場合、市の現役世代
交流促進事業の対象となり３分の１の補
助が受けられます

　http://www.city.ono.fukui.jp/kosodate/
shogaigakushu/dousoukai.html

問　おおの城まつり実行委員会
　（☎66・1230）

今年の夏は「おおの城まつり」で同窓会をしませんか？
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日時　７月15日日午前10時～午
後４時

場所　スターランドさかだに
内容　阪谷地区で採れた野菜、特

産物の販売、そば打ち体験、ピ
ザ作り体験、食育のパネル展示
など

問　阪谷公民館（☎67・1111）

ひまわりお楽しみ会

　市町村振興宝くじサマージャンボとサマージャンボミニの収益金は、市や町の明る
く住みよいまちづくりに使われます。県内の市町にある宝くじ売り場で購入をお願い
します。
●サマージャンボ　　　１等・前後賞合わせて７億円（１等５億円、前後賞各１億円）
●サマージャンボミニ　１等・前後賞合わせて7000万円（１等5000万円、前後賞各

1000万円）
●発売期間（同時発売）　７月９日月～８月３日金
問　（公財）県市町振興協会（☎0776・57・1633）

サマージャンボは県内の市町で購入を

　4000平方㍍に植えた約１万本
のひまわりを見に来てください。

インスタグラムアカウント「my_ono」をフォロー

市内で撮影した写真に「＃まいおおの」と「＃ま
いおおの<募集テーマ>」のハッシュタグをつけて
インスタグラムへ投稿

普段の暮らしや、大野での旅の中で見つけた
“まいおおの”をインスタグラムに投稿しよう！
あなただけの素敵な“まいおおの”をお待ちし
ています！！

テーマ別グランプリ

→

市内飲食店で使用できる

商品券5000円分
GoPro HERO6 Black
（コンパクトアクションカメラ）

年間グランプリ

募集期間とテーマ
　各募集期間に３つの募集テーマがあります

募集期間 募集テーマ
７月１日～９月30日 ①休日②笑顔③水
10月１日～12月31日 ①紅葉②まちなみ③恵み
平成31年１月１日～３月31日 ①暖②雪③楽しみ
４月１日～６月30日 ①花②食③緑

副賞

　＃まいおおのフォトコンテスト

各募集期間中に
もっとも多くの「いい
ね」を獲得した作品に

贈られます
（３テーマ×４期間）

応募された全ての
作品の中から市が

決定します

手順１

その他
・広報９月号から毎月、最終ページで応募写真を紹

介します
・この事業は平成29年度「わたしが未来の市長」

プロジェクトで大野高等学校平成29年度「１D女
子」の皆さんから提案のあった企画を事業化した
ものです

・応募された写真は市の広報活動に利用する場合が
あります

※同一の写真を複数の期間・テーマで応募すること
はできません問　観光振興室（☎64・4817）

手順２
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日時　７月15日日午前６時～11時
　（６月～９月と11月の第３日曜日開催）
内容
○朝市お買い物券販売　日頃の利用に感謝し、お得な

お買い物券を150組限定で販売します
お買い物券　１組500円 （100円券６枚つづり、当日の
　み有効）
販売方法　当日午前６時から会場受付で販売
○お楽しみ抽選会　お買い物券を購入した人に抽選で

出店者が提供した野菜などをプレゼント

○七間朝市を体験できる「出店体験」
　朝市に出店してみたい、体験してみたい人を対象
に「出店体験」を実施します。体験を希望する人は
問い合わせてください
時間　午前６時30分～11時
対象　県内在住者
販売品目　野菜・加工品・手作り雑貨など※加工品の
　販売は営業許可を持つ人に限ります
締切　随時受付中
問　朝市出荷組合（☎69・9520）※平日の午前中のみ
　農業林業振興課（☎64・4818）

七 朝間 市 ～みんな感謝の日曜日～

　平成32年度に開業予定の重点道の駅
「（仮称）結の故郷」には農林産物やお土産
品などを販売する直売所が設置されます。
 直売所運営の大きな課題は、商品の品ぞ
ろえと商品を安定的に提供する出荷体制の
整備です。
　この機会に重点道の駅「（仮称）結の故郷」
と道の駅「九頭竜」が共同で大野市道の駅

「産直の会」の設立を予定しています。「産
直の会」の会員募集にあたり説明会を開催
し入会方法や加入条件などを説明しますの
で、参加してください。
　なお、産直の会ではこれまで野菜を販売
した経験の無い人でも安心して加入できる
ように、市や県、ＪＡなどが連携しサポー
ト体制をつくり、野菜の栽培講習会や販売
方法の講習会などを開催します。

～大野市道の駅「産直の会」会員募集説明会を開催～

月　日 開催時間 開催場所
7月12日木 午後１時から 結とぴあ
7月18日水 午後７時から 結とぴあ

※申込不要です。希望する日時に参加してください

主催　大野市道の駅「産直の会」設立準備委員会
問　農業林業振興課（☎64・4818）

開催日時・場所

出荷者を募集します

　市では、地球温暖化防止のため、環境省や福井県が推進する「ＣＯ２削減
／ライトダウンキャンペーン」の趣旨に賛同し、特別実施日である７月７日
土に越前大野城を消灯します。皆さんのご理解、ご協力をお願いします。
日時　７月７日土午後８時～10時
内容　越前大野城天守閣のライトアップを消灯
　　　（遊歩道の照明は通常どおり点灯）
問　市民生活課　（☎64・4831）

ライトダウン
キャンペーン
実施
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　～森と湖に親しむ旬間～　ダムを見に行こう！！
〇真名川ダム・笹生川ダム見学
日時　７月28日土午前10時～午後
　４時
内容　ダム内部の案内、木工教室、

森のマスコットづくり、堆肥の無
料配布、パネル展示など

※笹生川ダムは堤体見学のみ
参加料　無料

〇九頭竜ダム・長野発電所見学
日時　７月29日日午前10時～午後
　４時
内容　施設内の見学、木工教室、流

木無料配布、パネル展示など
参加料　無料
問　九頭竜川ダム統合管理事務所
　（☎66・5300）

　

今
年
も
ダ
ッ
ク
レ
ー
ス
を
開
催

し
ま
す
。
会
場
準
備
や
イ
ベ
ン
ト

の
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
日
午
前
10
時
30

　

分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

　

・
午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

　

・
午
前
11
時
ゴ
ー
ル

　

・
午
前
11
時
30
分
表
彰
式

場
所　

三
角
公
園
か
ら
木
瓜
川
緑
地

内
容
　
背
番
号
の
つ
い
た
ダ
ッ
ク

（
ア
ヒ
ル
の
お
も
ち
ゃ
）を
木
瓜

川
に
流
し
て
順
位
を
競
い
ま
す

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

ダ
ッ
ク
３
０
０
個
分
（
先

　

着
）

参
加
料　

１
個
１
５
０
円

申
込
方
法　

下
庄
公
民
館
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
み
番

号
札
を
受
け
取
る
。
１
家
族
４

個
ま
で
申
し
込
み
可
。
申
込
書

に
は
代
表
者
の
名
前
を
記
入

締
切　

７
月
23
日
月

そ
の
他　

中
止
、
締
切
日
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
参
加
料
を
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
。
ダ
ッ
ク
は

回
収
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
、

表
彰
式
で
番
号
札
と
引
き
換
え

に
景
品
を
渡
し
ま
す

問　

し
も
プ
ロ
（
下
庄
公
民
館
内

　

☎
66
・
２
１
４
２
）

日
時　

７
月
22
日
日
午
前
８
時
30

　

分
～
10
時
30
分
（
荒
天
中
止
）

集
合
場
所　

下
庄
公
民
館

内
容　

川
の
中
や
川
岸
の
ご
み
拾

い
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

申
込
先　

下
庄
公
民
館

そ
の
他　

参
加
し
た
人
に
は
、
木

瓜
川
ダ
ッ
ク
レ
ー
ス
の
特
別
参

加
チ
ケ
ッ
ト
を
進
呈
し
ま
す

問　

下
庄
公
民
館

　
（
☎
66
・
２
１
４
２
）

木
瓜
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

木
瓜
川
ダ
ッ
ク
レ
ー
ス

日程　（全８回）８月３日～31日の月金（８月13日
は休み）

時間　午後７時～８時
場所　タケイパワージム（桜塚町905）
内容　次のいずれかのコースを選択
　◆コース１◆　トレーニングマシンを使用し、引

き締まった体を目指します
　◆コース２◆　福井しあわせ元気国体の公開競技

であるパワーリフティングを体験し、筋力アッ
プを目指します

講師　武井康弘さん、武井風さん
対象　15歳（高校生）以上の男女
※過去に本教室を一度も受講したことのない初めて

の人を優先します
定員　20人（先着）
※参加申込者数が少ない場合は教室の開催を中止し

ます
参加料　1000円（保険料込み）
※みんスポクラブの会員は無料
持ち物　内履き、タオル、飲み物
申込方法　スポーツ振興室などに設置する申込書
（印鑑必要）に必要事項を記入の上、参加料を添
えて申し込む
締切　７月26日木
問　スポーツ振興室（☎65・5592）

みんなでスポーツ

シェイプアップ「筋力アップと呼吸法」教室
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土

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
あそぼう百人一首
　後３～４　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
自然あそび
　後２：30〜３：30　図書館

心のごはんの時間
　後２～２：25　図書館
心のおやつの時間
　後２：30～２：55　図書館
おはなし会
　後３～３：30　図書館

金

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
年金相談 26日 前10～後３：30 大野商工会議所 ☎0776・23・4518

（福井年金事務所）

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター） ４・11・18・25日 ４日　後6～8

ほか　後1:30～3:30 結とぴあ ☎64・5142
（福祉こども課）

臨床心理士による教育相談 ５・12・19・26日 後１～５ 青少年教育センター ☎66・6650
（青少年教育センター）

心配ごと相談 12・26日 前９～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ６日 後１〜４

大野商工会議所
☎66・1230

労働 10日 後１〜４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 13日 前10～正午
法律 19日 後１〜４
税務 20日 後１〜４
司法書士相談 18日 後１〜４
夜間相談 ５・19日 後５〜８
和泉地区相談会 ４日 前10〜後３ （会場）和泉ふれあい会館

要申込
要申込

要申込
要申込
要申込

要予約

要予約

休館日

６

13

20

27

土用の丑の日

７

14

21

28

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小 児 科  （日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  後１〜９（７・14・21・28日）
　日・祝日  前９〜後９（１・８・15・16・22・29日）

各種検診日

実施日 時  間 会　場
１日 前８：30～10：15 結とぴあ
４日 前８：30～10：30 上庄公民館
11日 前８：30～10：30 和泉総合福祉センター
20日 前８：30～10：30 上庄公民館
27日 前８：30～10：30　 小山小学校

【生活習慣病健康診査・肺がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査】

実施日 時  間 会　場
１日 前８：30～10：15 結とぴあ
４日 後１：15～２：15 上庄公民館
11日 後１：15～２：15 和泉総合福祉センター
27日 後１：15～２：15 小山小学校

【乳がん・子宮頸がん検診】※両検診ともに要予約

問合せ先：保健センター（結とぴあ内）
（☎65・7333）

実施日 時  間 会　場
１日 前８：30～10：15 結とぴあ
４日 前８：30～10：30 上庄公民館
11日 前８：30～10：30 和泉総合福祉センター
20日 前８：30～10：30 上庄公民館
27日 前８：30～10：30　 小山小学校

【胃がん（要予約）・大腸がん検診】 ※大腸がん検診は、7月20日以外は午後
　１：15〜２：15も受付

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 16日
図書館 ２・９・15・23・30日
本願清水イトヨの里 ２・９・17・23・30日
歴史博物館・民俗資料館 なし
和泉郷土資料館・笛資料館 ２・９・17・23・30日
越前大野城 なし
武家屋敷旧内山家

なし
武家屋敷旧田村家
文化会館 ２・９・23・30日
ＣＯＣＯＮＯアートプレイス ２・９・17・23・30日
B&G海洋センター ２・９・16・17・23・30日
エキサイト広場 ４・11・18・25日
あっ宝んど 10日
うらら館 ２・９・17日
平成の湯 ３・10・17・24・31日
結とぴあ なし

要申込

七夕・小暑・川の日

今 月 の 納 税

固定資産税　第２期分
国民健康保険税　第１期分

◆納期限  ７月31日（火）
★納税は、便利な口座振替を

ご利用ください

　今月は介護保険料（普通徴収）・後期高齢
者医療保険料（普通徴収）の納付月です！
・介護保険料　　　　　　第１期
・後期高齢者医療保険料　第１期

◆納期限　７月31日（火）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きさ

れない方が対象です。市発行の納付書で
金融機関などで個別に納めてください。
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木

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）
女性の健康相談
　前9：30～11
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）
健康栄養相談
　前9～11
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

水

３歳児健康診査
　後1～1：30
　保健センター（結とぴあ内）

火

健康プラスデー
　前９～後６
　保健センター（結とぴあ内）

無料ストレス相談
　後１：30～４：30
　結とぴあ

介護予防自主講座うららで
やろまい会（要予約）
　前9：30～11：30
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

１歳半児健康診査
　後1～1：30
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

月

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

●ごみの祝日受け入れ

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）
●市議会本会議（予定）

市民生活課窓口業務延長
　～後８
元気づくり体操クラブ
　後1～3
　保健センター（結とぴあ内）

日

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館
絵本の部屋
　前10～正午　図書館
普通救命講習会（要予約）
　前９～正午　消防署
●ごみの第４日曜日受け入れ

心のおやつの時間
　前10：30～11　図書館

人権相談・行政相談 ５・19日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課)無料登記相談 11日 後１：30～４ 結とぴあ

法律相談 12・26日 後１〜４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

各種相談日
【保健関係】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 ５・18日 前10～11 保健センター（結とぴあ内） ☎65・7333

（保健センター）

心の健康相談 ４・18日 後２〜３
奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ３・17日 前９〜11

女性相談 ２・５・12・19・26日 前９〜後５
補聴器相談 17日 前10～正午 結とぴあ ☎64・5142

（福祉こども課）

ピアサロン いちご会（え） ４・11・18・25日 後１：30～３：30 結とぴあ ☎69・1600
（障害者相談支援センター）

要申込

市民カレンダー７月
半夏生国民安全の日

海の日家庭の日
青少年育成の日

大暑

食育の日

２

９

16

23

30

３

10

17

24

31

４

11

18

25

５

12

19

26

１

８

15

22

29

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

河川愛護月間
社会を明るくする運動強調月間
熱中症予防強化月間
全国安全週間（１日～７日）
森と湖に親しむ旬間（21日～31日）

■
■
■
■
■

文
ふ み

月
づ き

※７月16日月 海の日には
　みんなで国旗を掲げましょう

要予約
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